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特集－震災から９年
住民意向調査  調査結果（速報版）
みんなでともに乗り越えよう／なみえ創成通信
保健だより
みんなの図書館
法律知識
まちの話題
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／子育て広場

今月の表紙 節分だ  豆まきの準備はできたよ
（２月３日  浪江にじいろこども園）

広
報

なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ

うけどん

東京2020 オリンピック聖火リレー
【福島県１日目】浪江町
　　　　　　　３月26日（木）
　　　　　　　17時20分スタート（予定）
スタート　福島ロボットテストフィールド
　　　　　（浪江滑走路など）
ゴ ー ル　福島水素エネルギー研究フィールド



■実施主体　復興庁・福島県・浪江町
■調査対象　世帯の代表者  7,471世帯
■調査時期　令和元年10月15日～29日
■調査方法　郵送配布・郵送回収
■回答者数　3,491世帯
■回 収 率　46.7％（前回40.5％）

速報版
令和元年10月に実施した住民意向調査にご協力いた

だき、ありがとうございました。
令和２年１月31日に復興庁が公表した集計結果（速

報版）を、一部抜粋してお知らせします。
なお、集計結果（速報版）の全データは、復興庁ホー

ムページ（　 https://www.reconstruction.go.jp/topics/
main-cat1/sub-cat1-4/ikoucyousa/）で確認できます。

企画財政課企画調整係　　0240（34）0240

住民意向調査 調査結果
調査の概要

回答者年代（3,491世帯中）

～29歳 0.3%
無回答 0.7% 30～39歳 2.4%

40～49歳 7.2%

浪江町営の
災害公営住宅
（有償）
21.4%

その他 1.3%
家族のどなたかの
お住まい・実家

1.3%

持ち家 73.2%

借上
住宅
8.6%

いわき市
14.9%

福島市
14.0%

二本松市 5.3%
白河市 1.1%

郡山市
7.7%

福島県外
24.7%福島県内の

その他の
市町村
6.8%

50～59歳
12.9%

60～69歳
31.0%

70歳以上
45.4%

1

浪江町 6.4%無回答 1.5%

相馬市
1.9%

南相馬市
13.4%

本宮市 2.3%

無回答 2.7% その他 5.4% 無回答 1.5%
家族のどなたかの
お住まい・実家

0.9%

民間
賃貸住宅
（有償）
4.4%

福島県営の
復興公営住宅
（有償）
13.4%

持ち家 65.7%

現在の居住自治体（3,491世帯中）2

現在の住居形態
（町内の居住者224世帯中）3－1 現在の住居形態

（町外の居住者3,213世帯中）3－2
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町のさらなるにぎわいを祝して

復興が進む請戸漁港（出初式）

浪江町をPRするため「うけどん」も幅広く活動

（仮称）道の駅なみえ  イメージ図
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平成31年
　２月
●「震災遺構検討委員会」が町に提言
● 野神社（請戸地区）で町指定無形民俗文化財「請戸の安波祭」
●イオンリテール株式会社と商業環境整備に関する覚書を締結
　３月
●浪江町東日本大震災追悼式（如水典礼さくらホール）
●浪江町健康づくり総合計画を策定
●なみえ創成小学校・中学校の校歌完成披露会として「校歌完
成の集い」を実施

　４月
●浪江町立小・中学校　合同休校式を実施
令和元年
　５月
●イオンリテール株式会社と災害時における支援協力に関する
協定を締結

●交流・情報発信拠点施設「（仮称）道の駅なみえ」整備事業の起工式
　７月
●「イオン浪江店」がオープン
●標葉郷野馬追祭
　８月
●浪江町海外学習事業を実施（オーストラリア）
　８月～11月
●浪江町イメージアップキャラクター「うけどん」がゆるキャ
ラ®グランプリ初挑戦（全国35位・県内１位）

　９月
●県道35号（いわき浪江線）の特別通過交通開始
　10月
●うけどんデザイン「ご当地ナンバー」の交付開始
●なみえ創成小学校・中学校・浪江にじいろこども園の合同運
動会

●株式会社一路と工場立地に関する基本協定を締結
●浪江町水産業共同利用施設が完成（請戸漁港）
●浪江町住民意向調査を実施
　10月～11月
●県内外で浪江町町政懇談会を実施
　11月
●復興なみえ町十日市祭・大堀相馬焼「大せとまつり」
●“浪江町から元気を届けるご当地アイドル”「浪江女子発組
合」の結成が発表（復興なみえ町十日市祭）

●木材製品生産拠点施設の安全祈願祭（棚塩地区）
●「浪江町立学校校舎等検討委員会」が町に答申
令和２年
　１月
●あるけあるけ初日詣大会
●請戸漁港出初式

言
民俗文化財「請戸の安波祭」

震災から９年。避難指示の一部解除から３年が
経とうとしています。
町内では、日々、復興に向けた様々な取組が行

われており、待望のスーパーマーケットが開店す
るなど、日常生活における環境も改善に向かいつ
つあり、居住人口も徐々に増えています。町内に
多くの人が訪れ、にぎわいを見せる機会も増え
た、この一年の出来事を振り返ります。

くさ　の

町のさらなるにぎわいを祝して町のさらなるにぎわいを祝して町のさらなるにぎわいを祝して

復興が進む請戸漁港（出初式）復興が進む請戸漁港（出初式）復興が進む請戸漁港（出初式）

浪江町をPRするため「うけどん」も幅広く活動浪江町をPRするため「うけどん」も幅広く活動浪江町をPRするため「うけどん」も幅広く活動

（仮称）道の駅なみえ  イメージ図（仮称）道の駅なみえ  イメージ図（仮称）道の駅なみえ  イメージ図
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無回答
21.3%

売却したい
17.8%

今後判断したい
21.8%

その他
6.4%

既に使用している
8.6%

もともと保有
している宅地
はない 12.7%

貸したい
4.2%

自ら使いたい
7.3%

浪江町への帰還を判断するために必要なこと（「まだ判断がつかない」911世帯中、複数回答）8

帰還しない場合の浪江町との関係
（「戻らないと決めている」
　　　　　　1,915世帯中、複数回答）9 浪江町内に保有する宅地の利用意向

（3,491世帯中）10

0 20 40 60%

23.2%23.2%

59.0%

17.7%17.7%

11.4%11.4%

7.8%7.8%

7.6%7.6%

13.9%13.9%

移転した場所に
住みながら、定期的に
浪江町に行き来したい
浪江町の祭事などに

参加したい

浪江町の地域活動や
行政に協力していきたい

ふるさと納税などで
協力していきたい

浪江町との関係性は
なくてもよい

その他

無回答

0 20 40 60%

55.8%55.8%医療・介護の復旧時期の目途

38.7%38.7%どの程度の住民が戻るかの状況

36.2%36.2%商業やサービス業などの施設の復旧時期の目途

31.0%31.0%原子力発電所の安全性に関する情報

28.4%28.4%放射線量の低下の目途、除染成果の状況

23.8%23.8%放射線の人体への影響に関する情報

22.8%22.8%鉄道やバスなどの公共機関の復旧時期の目途

20.6%20.6%住宅確保への支援に関する情報

中間貯蔵施設の情報 18.7%18.7%

元の住宅の住宅修繕に関する情報 15.1%15.1%

避難指示解除となる時期の目安に関する情報 13.1%13.1%

就労の支援情報の提供 12.6%12.6%

学校などの教育環境の復旧時期の目途 7.4%7.4%

事業再開の目途 5.2%5.2%

現時点で家族間の意見が分かれており、
帰還意向について回答できない 3.1%3.1%

現時点ではどのような情報があれば
判断できるかわからない 2.7%2.7%

その他 5.5%5.5%

13.5%13.5%無回答

86.3%

68.3%

61.2%

55.9%

54.6%

48.5%

30.0%

28.2%

22.9%

18.9%

15.0%

11.9%

11.0%

8.4%

1.3%
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23.2%

17.7%

11.4%

7.8%

7.6%

13.9%

55.8%

38.7%

36.2%

31.0%

28.4%

23.8%

22.8%

20.6%

18.7%

15.1%

13.1%

12.6%

7.4%

5.2%

3.1%

2.7%

5.5%

13.5%

無回答 7.8%

浪江町への帰還意向（3,491世帯中）4

5

浪江町へ帰還した場合に希望する住居形態
（「戻りたいと考えている」399世帯中）

浪江町内での今後の生活において必要だと感じていること
（「すでに浪江町に戻っている」227世帯中、複数回答）

6
浪江町への帰還時期
（「戻りたいと考えている」399世帯中）7

すぐに
戻りたい
18.3%

数年で帰りたい
（５年以内）
29.6%

当面は帰ることが
できないが

いずれ帰りたい
（６年以降）
29.3%

分からない
15.0%

新たに一戸建の持ち家を
新築または購入 10.0%

新たに民間賃貸住宅
（一戸建）を借用 2.5%

新たに民間賃貸住宅
（集合住宅）を借用 1.0%

新しくできる
（災害）公営住宅
　　 5.0%
元の住居と違う
場所に住みたい
が、現時点では
判断できない　
　　 8.0%元の持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む）
60.9%

家族の
どなたかの
お住まい・
実家 2.5%

その他 1.8%
元の住居と同じ
場所に住みたい
が、現時点では
判断できない 2.5%

無回答
5.8%

すでに浪江町に戻っている まだ判断がつかない 無回答戻りたいと考えている 戻らないと決めている

0 20 40 60 80 100%

全体
29歳以下
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上

6.5%

8.6%

6.2%

2.8%

7.1%

11.4%

11.7%

7.1%

7.5%

13.1%

11.8%

26.1%

22.2%

24.7%

29.2%

31.4%

29.3%

22.2%

54.9%

77.8%

68.2%

60.5%

46.9%

52.3%

57.0%

1.1%

1.9%

0.5%

0 20 40 60 80 100%

医療機関（診療科）の拡充
有害鳥獣対策の強化

介護・福祉施設の充実
商業施設の再開・充実

鉄道などの公共交通機関の再開・充実
防犯体制の強化

放射線に対する不安解消への取組・放射線量低減対策
見守り活動の継続

町内コミュニティ活動・生涯学習環境の機会
就業支援

保育・教育環境の充実
公営住宅・居住環境の整備
従業員の確保への支援

その他
無回答

86.3%86.3%

68.3%68.3%

61.2%61.2%

55.9%55.9%

54.6%54.6%

48.5%48.5%

30.0%30.0%

28.2%28.2%

22.9%22.9%

18.9%18.9%

15.0%15.0%

11.9%11.9%

11.0%11.0%

8.4%8.4%

1.3%1.3%
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全身を使って綱を引き寄せる

小学校１～３年生

トルコギキョウグループ

10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」
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なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

全身を使って綱を引き寄せる

〝わたしたちの浪江町〟
各教科などで地域の皆さんの協力の下、様々な活動に取り組みました

小学校３年生～中学生
総合的な学習の時間…１月22日
ＮＰＯ法人ＪｉＮの皆さんに、みそ
作りを教えてもらいました。おいし
い手作りみそが完成し、それぞれ
家庭に持ち帰り大事に保管してい
ます。

小学校１～３年生

小学校１・２年生
生活科…………………１月15日
町社会福祉協議会、フレッシュかも
め会、チームなみえＧ＆Ｂの皆さん
の協力の下、「むかし遊び」を体験
しました。けん玉やおはじき、駒、
竹とんぼなど、夢中になって遊び、
楽しい時間を過ごしました。

小学校６年生・中学校３年生
社会科…………………１月14日
町役場の産業振興課の職員を講師
に迎え、自分たちの生活と政治の
つながりについて話を聞きまし
た。町の復興状況や災害対策につ
いて、現状が分かりました。

小学校５年生
社会科…………………１月９日
町役場の企画財政課にて毎週配信
している「なみえチャンネル」の
担当者を取材しました。動画作成
時の情報を伝えるために工夫して
いることや苦労していることなど
を教えてもらいました。

トルコギキョウグループ

10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」
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町内で営業を開始しました
とこやさん SATO

町民の
皆さんへ

　令和２年１月から、浪江町で理髪
店の営業を開始しました。
　「お一人さま限定」のプライベー

ト感あふれるお店になっています。ぜひお気軽
にお立ち寄りください。

　産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

　とこやさん SATO　代表　佐藤喜美子
〒979－1531 浪江町大字川添字佐野45－2
　080（6010）4574
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花粉症と
ヨーグルトの関係

●
●

●
●
●

風邪を予防する
５つの良い習慣

健康知恵袋

うけどんの

花粉症対策に効果があるとさ
れる「ヨーグルト」。
花粉症は、植物などの花粉に対し、体の免疫機
能が過剰に反応（アレルギー）して症状が出るも
のです。乳酸菌が多く含まれるヨーグルトは、体
の中にある免疫システムのうち約60パーセント
が集中している腸のバランスを保ち、善玉菌を活
性化させることで、花粉症の過敏な反応を和らげ
る効能が期待され、予防効果の高い食品の一つと
して広く紹介されています。花粉症で悩んでいる
人は、参考にしてみてはいかがでしょうか。

適正飲酒の
５か条
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　0240（34）0249
　健康保険課健康係
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

２月３日、浪江にじいろこども園において、節分の豆まき
会を行いました。
園児たちは、先生から紙芝居などを通して節分の由来を聞

いた後、自分で作成したお面をお披露目。牙が大きいお面や
髪の毛が長いお面など、それぞれ特徴がある鬼のお面を着
け、自分の心の中にいる鬼についても発表しました。
その後、町職員が扮した赤鬼が園庭に現れ、豆まきが開

始。はじめは怖いという表情を浮かべていた園児たちも、次
第に大きな掛け声で豆をまき、最後には赤鬼を追い払うこと
ができました。

日頃の練習の成果がここに　　　

２人で息を合わせて「よいしょ」２人で息を合わせて「よいしょ」２人で息を合わせて「よいしょ」

１月18日、なみえ交流館（いわき市）において、なみえ絆
いわき会主催の新春餅つき交流会が開催され、98人が参加し
ました。
交流会では、はじめに小林副町長と佐々木勇治町議会議員

から、町の復興状況などについて説明があり、その後、参加
者が交代で餅をつき、つきたての餅を使ったあんこ餅やお雑
煮など、７種類に味付けした餅料理を食べながら、参加者の
皆さんは楽しいひとときを過ごしていました。

色鮮やかな衣装に身を包み「田植踊」を披露色鮮やかな衣装に身を包み「田植踊」を披露色鮮やかな衣装に身を包み「田植踊」を披露節分にまつわる紙芝居に夢中節分にまつわる紙芝居に夢中

「鬼は外」みんなで豆まき楽しいな「鬼は外」みんなで豆まき楽しいな「鬼は外」みんなで豆まき楽しいな

１月12日、八坂神社（樋渡・牛渡地区）において、八坂神
社再建落成式が開催されました。東日本大震災の影響で崩れ
た、社殿の再建工事の竣工に伴い行われたもので、県内外か
ら多くの町民の皆さんが駆けつけました。
式典では、境内に建立した復興記念碑の除幕式が行われたほ

か、神楽、田植踊が奉納されました。八坂神社再建委員会の佐
藤委員長は、「震災と神社再建を末永く語り伝えるとともに、
故郷を思い起こす機会になってほしい」と話していました。

浪江の郷土芸能が会場を魅了浪江の郷土芸能が会場を魅了浪江の郷土芸能が会場を魅了

12月21日、東京国際フォーラム（東京都千代田区）を会場
に、「ふくしま大交流フェスタ」が開催され、県内から100を
超える団体が出展し、福島県の魅力や復興に向けた取組など
を発信しました。
「ふるさとの祭りステージ」では県内の３団体が出演し、
浪江町からは南津島郷土芸術保存会による「南津島の田植
踊」が披露されました。保存会の皆さんは、たくさんの人で
埋め尽くされた会場を盛り上げました。

ふん

���� �������	�	����

父の登記名義のままにしていた私の土地を、弟の借金返済
のために、債権者が競売にかけたが、私の土地なので無効
ではないだろうか

　〈今回の事例〉
今年の１月、父が永眠しました。母は、それ以前に亡くなっているため、相続人は、

私（相談者）と弟の２人です。土地・建物・預貯金の遺産があり、遺産分割協議をした
結果、土地・建物は長男の私が相続し、預貯金は弟が全額を相続しました。
土地・建物の登記名義は、いつか自分に移せばよいと考え、亡くなった父の名義のまま

にしていました。ところが先日、弟から“自分の債権者（※1）が父の名義の土地・建物を競売
にかけている”との連絡がありました。登記簿を確認したところ、土地・建物の登記名義
が、私と弟で２分の１ずつとなっており、弟の持分部分について競売開始の記載がありま
した。弟には約2,000万円の借金があり、返済できない状況だったようです。父の名義の
土地・建物は、全て私が相続したものであり、弟の財産ではありません。弟の債権者が競
売にかけることができるのは、弟の財産分だけであり、競売は無効ではないでしょうか。

いつか役に立つ

法 律 識
No.39

日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

父
Q

民法では、兄弟の相続分は平等と定められています。なお、遺産分割協議をすれば、この割合
を変えることができます。今回は、相談者が土地・建物を全て相続し、預貯金については、弟が
全額相続することで合意しています。差し押さえは債務者（※2）の財産が対象となるため、相談
者が弟の債権者に遺産分割協議の効力を主張できれば、土地・建物は差し押さえられません。
しかし、今回の事例で相談者は、土地・建物の登記名義を自分名義に変更していませんでし

た。不動産の所有権の変動については、登記簿に所有権の変動があった旨を登記しないと、第三
者に主張できないことになっています。今回は、所有権の変動を主張できないため、弟が相続に
より、土地・建物について２分の１の持分を得た場合と同様に扱われます。このことから、弟の
債権者が申し立てた競売は無効になりません。
不動産を相続した場合、登記簿の名義を変更しておかないと思わぬ不利益を受ける可能性があ

ります。土地や建物を相続したときは、できるだけ早く自分名義に変えるようにしましょう。

※１　金銭や土地の請求など、相手に対して権利を持っている側
※２　お金や土地などを借りていて、返す義務がある側

A

土地の登記名義はあなたと
弟で２分の１ずつになって
います。土地の２分の１を
あなたの弟の借金返済のた
めに競売にかけました。

父から相続した自分の土地
が弟の借金返済のために競
売にかけられてしまった。
すべて私の土地だから、競
売は無効のはず…。

相談者 弟の債権者

日頃の練習の成果がここに　　　

２人で息を合わせて「よいしょ」

色鮮やかな衣装に身を包み「田植踊」を披露節分にまつわる紙芝居に夢中

「鬼は外」みんなで豆まき楽しいな

浪江の郷土芸能が会場を魅了
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

仮設津島診療所 0243（24）1431

������������������

��������������	����
��
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
������������������	
������
�����������������
���������
���������
�����������
�����������������
���������
���������
���������

�������	
��
��

��������	
��
��������

��������������	�
���

��������������

���������������������	�

�������������������

�� � �����������������

�������������������������

＋ 浪江診療所 のお医者さん

浪江診療所 0240（23）6173
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11時～14時

11時～14時
日

毎月
第２土曜・日

曜は

まるしぇの
日♪

３月

※都合により、内容などを変更する場合があります。ご了承ください。
駐車場は役場敷地内駐車場を利用してください。皆さんのお越しを心からお待ちしています。

産業振興課商工労働係 0240（34）0247
４月は11日（土）12日（日）に開催！

「うけどん
自転車かごバッグ」を
両日先着400人に
プレゼント!

「浪江女子発組合 第４回定期大会」
会　場：サンシャイン浪江
日にち：３月７日（土）
詳しくは、
「なみえまるみえ」をご覧ください。
※観覧には整理券が必要です。

10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」

ひきたてコーヒー販売　カスタムコーヒー
新鮮野菜販売　関場農園

露 店

弘前大学職員などが相談(無料)を受けるほか、動脈硬化・
骨密度・筋力などが測定できます。
●●場所・時間　浪江町役場３階東側スペース・10時～13時

健康相談

記念品記念品記念品

同時開催!同時開催!同時開催!

７日土

８日

７日
（土）

８日
（日）

ステージ
・弘前大学学生による津軽三味線
・ナマハゲも驚く熱いコメディー

まっきー from 秋田

・ストリートミュージシャン　向日葵
・音楽ライブ　MEHIKARI BOYS
・大道芸人　ジーニー from 大阪
・宴会芸　サンキュー手塚 from 日本
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10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」

●

記念品

同時開催!

・
・

・
・
・
・
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企画財政課情報統計係 0240（34）0241

「チャンネル登録」をしてみよう！

なみえタブレット 通信

YouTubeの「チャンネル登録」という機能はご存じでしょうか？
「チャンネル登録」をすると、新しい動画の公開通知が届くので、
最新動画を見逃すことなくチェックできます。なみえチャンネルで
は、浪江のニュースやイベントの様子を紹介中！
ぜひ「チャンネル登録」をしてみましょう！

「チャンネル登録」はどうやるの？

●特別料金プランを利用している人
浪江町タブレットサポートセンター 0800（919）3287（平日９時～17時15分）

●特別料金プランを利用していない人
浪江町役場企画財政課情報統計係 0240（34）0241（平日８時30分～17時15分）

【タブレットに関するお問合せ】

おすすめ
動画を紹介！

【まるしぇ３周年特集！】
昨年10月で３周年を迎えた「まち・なみ・まる

しぇ」。町の復興とともに歩んできた各店舗へイン
タビューし、全３回に分けて紹介します。

YouTubeにログインがされてい
ません。“ログイン” を押し、アカ
ウントを選択して、ログインしま
しょう！

YouTubeアプリ を開きます。

YouTubeに「ログイン」しているか確認します。

検索欄で「なみえチャンネル」と入力し、検索します。

この画面が表示された人

すでにログイン済みです。
次に進みましょう！

メールアドレスが表示された人

画面の右上にある　　もしくは　　を押す。

“チャンネル登録” から “登録済み” に切り替わったら、
“登録済み” の右側にあるベル　　を押して「すべて」を
選びましょう。
これで、最新動画の公開通知が届くようになります。

チャンネル登録を押して登録！
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健康保険課放射線対策係　　0240（34）0261

放射線相談員だより放射線相談員だより
～バッジ式線量計を返さないとどうなる？～

浪江町役場本庁舎に放射線相談員が常駐しています。今回はバッジ式線量計の
返却についてお話しします。

３か月ごとぐらいにバッジ式線量計が
送られてきますが、返却するのが面倒
なので処分してもいいですか？

バッジ式線量計は前
から使用しておらず、
測定結果もいらない
場合はどうしたらよ
いですか？

捨てないでください。バッジ式線量計は３か月間の合計
線量を測定するもので、送り返すことで初めて測定結果
が分かります。また、返却されたバッジ式線量計は再利
用しますので、使用していなくても返送してください。

バッジ式線量計送付時に同封している「使用停止
の申込用紙（変更依頼書）」を送ってください。ま
た、バッジ式線量計の返送が面倒な人は連絡して
ください。実は、平成30年度の１年間で4,261個
が返却されておらず、368万1,504円が無駄に
なっていますので、ご協力をお願いします。
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消防署からのお知らせ

ガソリンのより一層の適正使用に努めましょう。

自宅の住宅用火災警報器や電気機器、暖房器具の
維持管理など、身近な防火対策を見直しましょう。

消防法改正（令和２年２月１日施行）による変更点
ガソリンを携行缶で購入・販売する際に、本人確認（運転免許証な
ど）、使用目的の確認（販売記録の作成）が義務付けられました。
ガソリン取扱い時の注意事項
●ガソリンは灯油用ポリ容器に入れることはできません。
●ガソリンの携行缶に書かれている留意事項をよく読みましょう。
●セルフ式ガソリンスタンドでも詰め替えは従業員が行います。

火事と救急は119番
浪江消防署 　0240（34）4111
富岡消防署 　0240（22）2119《消防署連絡先》

住宅用防災機器があなたや大切な家族の命を救います。
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
●火災を小さなうちから消すために、住宅用消火器を設置しま
しょう。

●火災を拡大させないために、防炎製品を使用しましょう。
●火災を発生させないために、安全装置付き電気機器、暖房器具
などを使用しましょう。
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未曾有の大災害により甚大な被害を受けた
ふるさと浪江町。
震災前にふるさとを離れた人、町と関わり

がある人が抱く浪江町への思い、復興を支え
るために果たしたい思いなど「浪江町ゆかり
の人」の声をお届けします。

浪江町ゆかりの人

平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第105号 ●

「浪江のこころ通信／第105号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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◆
「
十
日
市
祭
」
そ
し
て
故
郷
に

行
っ
て
み
て

柴
さ
ん　

十
日
市
祭
と
い
え
ば
、
年

に
一
度
の
お
楽
し
み
で
あ
り
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
る
日
で

し
た
。
今
回
、
震
災
後
会
え
ず
に
い

た
友
人
に
偶
然
会
う
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

渡
邉
さ
ん　

私
は
ダ
ル
マ
市
の
方
が

懐
か
し
く
感
じ
ま
す
が
、
十
日
市
祭

も
地
元
の
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
を
知
っ
て
い
た
し
参
加
で

き
て
よ
か
っ
た
。
大
熊
町
か
ら
国
道

２
８
８
号
を
抜
け
る
と
こ
ろ
に
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
当

日
は
雨
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
て

残
念
で
し
た
。

有
賀
さ
ん　

震
災
後
初
め
て
十
日
市

祭
に
行
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
た

だ
、
地
元
の
風
景
は
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
く
な
と
感
じ
ま
し
た
。

柴
さ
ん　

震
災
後
に
何
回
か
請
戸
に

も
行
っ
た
が
、
今
回
改
め
て
行
っ
て

み
て
感
じ
た
の
は
、
懐
か
し
さ
と
い

う
よ
り
違
う
空
間
に
い
る
よ
う
な
感

覚
で
し
た
。

渡
邉
さ
ん　

実
は
私
も
似
た
よ
う
な

感
覚
。
今
回
も
そ
う
だ
し
、
双
葉
町

に
行
く
と
き
も
、
な
ん
か
故
郷
に

帰
っ
て
き
た
と
い
う
よ
り
、
そ
の
地

名
の
場
所
に
行
っ
た
と
い
う
よ
う
な

不
思
議
な
感
覚
で
す
ね
。

堀
川
さ
ん　

私
も
大
熊
町
に
自
宅
が

残
っ
て
い
る
の
で
一
時
帰
宅
で
帰
る

と
き
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
こ
に
は

ゲ
ー
ト
が
あ
っ
て
気
軽
に
「
た
だ
い

ま
」
と
言
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
家
自
体
も
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
荒

ら
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
な

か
な
か
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う

感
じ
が
し
ま
せ
ん
ね
。

柴
さ
ん　

こ
ち
ら
で
の
暮
ら
し
が
長

く
な
り
、
故
郷
へ
戻
っ
て
も
変
化
の

過
程
を
見
て
い
な
い
か
ら
帰
る
た
び

に
不
思
議
な
感
覚
に
な
り
ま
す
ね
。

◆
故
郷
へ
の
思
い
や
気
持
ち
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

柴
さ
ん　

浪
江
が
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
期
待

よ
り
、
人
が
い
て
、
お
店
が
あ
っ

て
、
学
校
に
子
供
た
ち
の
声
が
響
い

て
、
と
い
う
日
常
が
戻
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
子
供

の
声
や
笑
顔
っ
て
地
域
の
活
力
に
な

り
ま
す
よ
ね
。

渡
邉
さ
ん　

新
た
な
復
興
拠
点
が
で

き
た
り
、
駅
周
辺
に
新
し
い
宿
泊
施

設
な
ど
が
設
置
さ
れ
た
り
し
て
い
る

様
子
を
み
る
と
、
ど
う
い
っ
た
意
味

が
あ
る
の
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。
元
ど
お
り
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
の
に
、
新
た
な
建
物
な
ど
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
で
故
郷
の
風
景
が

変
わ
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

有
賀
さ
ん　

確
か
に
、
今
ま
で
住
ん

で
い
た
風
景
を
思
い
出
せ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
か
も
。

柴
さ
ん　

８
年
と
い
う
月
日
が
経

ち
、
復
興
に
対
し
て
住
民
、
広
域

避
難
者
、
行
政
な
ど
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
距
離
感
や
感
覚
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
や
っ

ぱ
り
安
定
を
求
め
て
し
ま
う
の
で
、

〝
や
っ
と
〞
と
感
じ
る
今
こ
こ
で
の

暮
ら
し
を
壊
し
た
く
な
い
気
持
ち
が

大
き
い
で
す
。

渡
邉
さ
ん　

こ
ち
ら
で
の
暮
ら
し
が

長
く
な
る
と
、
故
郷
の
こ
と
を
考
え

る
時
間
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

復
興
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
方
々

は
、
一
生
懸
命
多
く
の
こ
と
を
考
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
理
解
し
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
故
郷
の
町
が
新
た

な
建
物
な
ど
で
ど
う
変
わ
っ
て
い
く

か
よ
り
、
子
供
た
ち
に
何
を
見
せ
ら

れ
る
か
、
何
を
残
せ
る
か
だ
と
思

う
。
子
供
た
ち
が
育
っ
た
と
き
に
、

「
自
分
の
故
郷
は
こ
ん
な
素
敵
な
と

こ
ろ
だ
っ
た
よ
」
と
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
町
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

◆
今
回
、
柏
崎
か
ら
一
緒
に
同
行
し

て
み
て

押
見
さ
ん　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、

十
日
市
祭
で
地
元
の
知
人
の
方
々
と

お
会
い
し
て
喜
ん
で
い
る
様
子
を
伺

う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

こ
こ
柏
崎
市
に
も
「
え
ん
ま
市
」
と

い
う
同
じ
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
新
潟
県
中
越
沖
地
震
も
経
験

し
ま
し
た
が
、
一
つ
の
お
祭
り
が
人

と
人
や
地
域
を
つ
な
ぐ
大
切
な
縁
に

な
る
の
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。
今

回
、
実
際
に
現
地
で
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
こ
と
は
言
葉
に
な
ら
な
い
体

験
で
し
た
。
改
め
て
、
ま
ず
は
自
分

が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
心
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
続
け
て

い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▲十日市祭を楽しんでいる一こま
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新潟県から「復興なみえ町十日市祭」に参加された皆さん

柴　　恵美さん（請　戸）・有賀　春香さん（南相馬市）
渡邉　浩二さん（双葉町）・堀川　浩之さん（大熊町）
押見　敏昭さん（NPO法人地域活動サポートセンター柏崎）

◆
新
潟
で
の
暮
ら
し
や
近
況
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

柴
さ
ん　

以
前
に
も
こ
の
通
信
に
掲

載
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
月
日
が

経
つ
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
私

は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
浪
江
で
育

ち
、
浪
江
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を

当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の

で
離
れ
た
く
は
な
か
っ
た
で
す
。
子

供
た
ち
の
故
郷
も
浪
江
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
震
災
を
機

に
柏
崎
市
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
か

ら
も
、
何
度
か
福
島
県
へ
戻
る
こ
と

も
考
え
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
気

持
ち
や
学
校
生
活
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
を
考
え
る
と
難
し
か
っ
た
で
す
。

最
近
で
は
、
息
子
が
柏
崎
市
の
成
人

式
に
出
席
し
、
娘
は
こ
ち
ら
の
高
校

を
無
事
に
卒
業
し
ま
し
た
。
ま
た
、

娘
は
浪
江
の
友
人
と
も
会
っ
た
り
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

有
賀
さ
ん　

私
は
南
相
馬
市
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
浪
江
に

通
っ
て
い
ま
し
た
し
、
旦
那
の
実
家

も
請
戸
だ
っ
た
の
で
浪
江
は
近
く
に

感
じ
て
い
ま
す
。
旦
那
の
仕
事
の
都

合
で
柏
崎
市
に
来
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
母
と
祖
母
が
南
相
馬
市
原
町
区

の
仮
設
住
宅
へ
移
り
、
旦
那
が
福
島

県
へ
戻
っ
た
た
め
、
家
族
ば
ら
ば
ら

の
生
活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

柏
崎
市
に
来
て
初
め
て
出
会
っ
た
の

が
高
校
の
同
級
生
だ
っ
た
柴
さ
ん
で

し
た
。
縁
が
あ
り
今
も
こ
う
し
て
一

緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

堀
川
さ
ん　

以
前
、
母
と
叔
母
と
３

人
で
大
熊
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

震
災
発
生
後
、
避
難
所
の
体
育
館
に

入
れ
ず
文
化
会
館
で
過
ご
し
た
後
、

新
潟
県
に
い
た
妹
に
迎
え
に
き
て
も

ら
い
、
借
上
げ
住
宅
や
中
古
住
宅
な

ど
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
故
郷
の
行
政
区
の
会
合

な
ど
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
浪
江
に
は
親
戚

が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
幼
い
頃
、
バ

ス
に
乗
っ
て
遊
び
に
行
っ
て
い
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
サ
ン
プ
ラ
ザ
へ
買
物
に
行
っ

た
り
、
十
日
市
祭
に
も
時
々
行
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん　

私
は
双
葉
町
在
住
で
し

た
が
、
職
場
が
浪
江
の
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
だ
っ
た
た
め
、
も
し
か
し

た
ら
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
震
災
発
生
時
も
プ
ー
ル

の
中
で
被
災
、
そ
の
後
旧
常
葉
町
の

施
設
で
避
難
生
活
を
過
ご
し
ま
し

た
。
当
時
、
中
学
校
２
年
生
、
３

歳
、
乳
幼
児
の
３
人
の
子
供
が
い
た

の
で
、
少
し
で
も
安
全
で
安
心
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
妻
の
父
を
通

じ
て
柏
崎
市
に
避
難
し
て
き
ま
し

た
。
子
供
た
ち
も
大
き
く
な
り
、
今

で
は
こ
こ
で
の
生
活
に
す
っ
か
り
な

じ
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

取材者：特定非営利活動法人くびき野NPOサポートセンター　新保
取材日：12月19日

子供たちにつなぎたい故郷の風景

新潟県

新潟県内に住んでいる福島県外避難者の希望者らが、11月23日・24日に開催された「復興なみえ町十日
市祭」に参加しました。今回、実際に参加された４人と同行した支援スタッフの皆さんに集まってもらい、
「復興なみえ町十日市祭」に参加した感想や故郷への思いをお話しいただきました。

▲十日市祭に行った思い出を振り返る皆さんと押見さん（右） ▲左から渡邉さん、堀川さん、有賀さん、柴さん
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少しずつ暖かくなりはじめ、柔らかな春の日ざしが感じられるようになってきました。外の気温が低く、こ
れまで外遊びがなかなかできなかったお子さんも、これからは外で遊べる日が増えてくる季節になります。そ
こで、今回は「子供の靴の選び方」を紹介します。
子供の足は非常に繊細であるといわれています。最近、土踏まずの曲線が形成されていない扁平足の子供が
増えていますが、その原因の一つに「間違った靴の選び方」があります。足に合わない靴を履いていると、姿
勢も悪くなり、そのまま骨格が形成されてしまいます。足に合った靴を選び、思い切り遊ばせてあげましょう。

　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

●
●

～子供の靴の選び方～

へんぺいそく

●甲の高さと幅は足に合っていますか？
足に合わせて調節できる、マジックテープの付いた靴などを選びましょう。
●つま先にゆとりがあり、また、少し反り上がっていますか？
かかとに子供の指が一本入る程度のゆとりがあると良いです。また、子供は
よくつまずくので、つま先が少し反り上がっている物を選びましょう。

●靴底は硬過ぎず、適度な弾力性はありますか？
適度な弾力性は衝撃を和らげます。靴底も曲がる物を選びましょう。

●かかとは硬くしっかりしていますか？
かかと部分をしっかり支えることで、安定した歩行ができます。かかとが手で
簡単にねじれてしまう場合は柔らか過ぎます。

●素材は吸放湿性に優れていますか？
水分を吸収し、乾燥しやすい素材を選びましょう。

靴を選ぶ
ポイント
靴を選ぶ
ポイント
靴を選ぶ
ポイント
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